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城里町教育産業常任委員会会議録 

 

                       日時 令和６年９月１２日（木） 

                          予算・決算常任委員会終了後 

                       場所 城里町役場 ３階 委員会室 

 

───────────────────────────── 

出席委員（７名） 

   委 員 長  桜 井 和 子 君    副委員長  綿 引 静 男 君 

         小 圷   孝 君          阿久津 則 男 君 

         藤 咲 芙美子 君          加藤木   直 君 

         高 橋 裕 子 君 

 

欠席委員（なし） 

 

職務のため出席した者の職氏名 

議 会 事 務 局 長 興 野 友 宣 

主 任 書 記 藤 田 真 紀 

主 任 書 記 髙 丸 哲 史 

 

───────────────────────────── 

教育産業常任委員会次第 

 

１ 開  会 

２ 委員長挨拶 

３ 協議事項 

 （１）陳情第１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に 

          係る意見書採択を求める陳情 

 （２）視察研修について 

 （３）その他 

４ 閉  会 
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─────────────────────────────── 

午後 ３時３７分開会 

開  会 

 

○議会事務局長（興野友宣君） 大変皆さんお疲れさまでございました。 

 ただいまから教育産業常任委員会を開催させていただきます。 

─────────────────────────────── 

委員長挨拶 

 

○議会事務局長（興野友宣君） 最初に、桜井委員長よりご挨拶をいただきたいと存じま

す。 

○委員長（桜井和子君） 委員皆様におかれましては、決算委員会後、大変お疲れの中、

ご出席をいただき、大変にお疲れさまです。 

 本日の会議は、陳情１件等につきまして審議をお願いするものです。 

 慎重なる審議と、委員会運営には特段のご協力をお願いし、挨拶といたします。 

○議会事務局長（興野友宣君） ありがとうございました。 

───────────────────────────── 

 協議事項 

 

○議会事務局長（興野友宣君） ここからは、桜井委員長の議事進行で、会議の運営をお

願いしたいと思います。 

 桜井委員長、よろしくお願いします。 

○委員長（桜井和子君） それでは、会議に入ります。 

 （１）陳情第１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に

係る意見書採択を求める陳情を議題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○議会事務局長（興野友宣君） すみません、着座のまま説明させていただきます。 

 陳情第１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意

見書採択を求める陳情でございまして、陳情の代表者は茨城県教職員組合執行委員長、井

坂功一様でございます。 

 内容をご説明いたします。 

 陳情事項が３項目ほどございまして、１つ目が、子供たちの豊かな学びのために中学校

での35人学級を実施すること、２つ目が、学校の働き方改革の実現のため、職員の配置増

による定数改善を推進すること、３つ目が、教育水準の維持・向上を図るため、地方財源
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を確保した上で義務教育費の国庫負担制度を続けていくこと、以上の事項につきまして、

採択された場合、国の関係機関へ意見書を提出してくださいというような内容の陳情でご

ざいます。 

 以上、簡単ではございますが、内容のご説明をいたしました。ご審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（桜井和子君） ありがとうございました。 

 それでは、ただいま説明が終わりました。 

 ここで、ご意見等がございましたら、お受けいたします。いかがでしょうか。 

 藤咲委員。 

○委員（藤咲芙美子君） 座ったままでいいですか、立ちますか。 

〔「座ったままでいいよ」と呼ぶ者あり〕 

○委員（藤咲芙美子君） 今、教職員の中で非正規が多くて、会計年度任用職員というの

がすごく多くなっているんですね。複数の学校の掛け持ちをしているという教員もいると

聞きます。教員の安定した労働を保障するためにも、教職員の定数改善はどうしても必要

だと思います。 

 また、中学校での35人学級というのは、少人数学級で行い、十分な教育が行き渡るよう

に検討することは必要だと思います。長時間労働の是正に欠かせない状況を早期に改善し

てほしいと思っています。 

 そのためにも、地方財源を確保し、教育の水準の維持・向上を図るためにも、義務教育

費の国庫負担制度の堅持は重要な位置づけだと考えています。 

 よって、私は採択を求めたいと思います。 

 以上。 

○委員長（桜井和子君） ほかにございませんか。 

 加藤木委員。 

○委員（加藤木 直君） 藤咲委員さんに同意見です。 

 以上。 

○委員長（桜井和子君） ほかにどうですか。 

○委員（小圷 孝君） 私も賛成します。 

○委員長（桜井和子君） 阿久津委員。 

○委員（阿久津則男君） 採択はいいんですが、ただ前回、これ１、２、３の陳情ありま

すけれども、内容は変わっていないですか、前回と。 

○委員長（桜井和子君） 局長。 

○議会事務局長（興野友宣君） 前回のものと、ほぼほぼ変わっておりません。 

○委員（阿久津則男君） 前回は何だったっけかな。 

○議会事務局長（興野友宣君） 前回は、すみません、継続審査で廃案になっております。 
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○委員（阿久津則男君） 教育に関することだから、採択でいいんですが、ただ、先生の

数にしても、教育の地方財源、これが大ざっぱなんで、日本全国、今、給食費を無償化に

しましょうといって、日本全国の各市町村、努力していると思うんですよ。逆に、無償化

になっていない市町村にとっては不平等になっちゃうんで、給食費無償化を国でやっても

らうように、そういう文言を入れてもいいのかなと思っていたんだけれども、そういうの

が入っていないんで、ちょっと残念なんですよね。 

 もっと細かく無償化、城里町も恐らく給食費、6,000万円くらい払っているのかな、町

でね。それを今度、年寄りのほうにワクチン、言っているように、そっちのほうにも回せ

ますから、国で給食費出してくれればね。だから、そういう文言も、本当は付け足してほ

しいなと思うだけでございます。 

 以上です。 

○委員長（桜井和子君） ありがとうございます。 

 毎年同じような内容で出てくる…… 

○委員（阿久津則男君） そうなんだよね。だから、少し変えてほしいよね。ちょっと細

かい意見もね。 

○委員長（桜井和子君） そうですよね。 

〔発言する者あり〕 

○議会事務局長（興野友宣君） はい、去年…… 

○委員（小圷 孝君） 35人学級なんていうのは初めてじゃない。 

○議会事務局長（興野友宣君） それも去年書いてありました。35人学級、書いてありま

した。 

○委員（小圷 孝君） そのとき、継続審査。 

○議会事務局長（興野友宣君） それで廃案。 

○委員（小圷 孝君） 継続審査は廃案になっちゃうんだな、置いておくと。 

○委員（阿久津則男君） 恐らく毎回前と同じだから、そうなっちゃったんでしょう。 

○委員長（桜井和子君） そうなんですよね。変わり映えしないのを出してくるからね。 

○議会事務局長（興野友宣君） 理由はそのとおりです。 

○委員（小圷 孝君） 執行委員長は城里町の人だから、廃案にしてやるのかわいそうだ

から、何とかお願いしますよ、地元の人だから。 

○委員（加藤木 直君） そうだよね、那珂西。 

○委員（小圷 孝君） 違う、石塚。 

○委員長（桜井和子君） この方。 

○委員（小圷 孝君） そう。皆さん知っている人の息子さんだから。 

○委員長（桜井和子君） 井坂さんの息子さん。 

○委員（小圷 孝君） 井坂さんの息子さん。お願いしますよ。 
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○委員長（桜井和子君） 分かりました。 

 陳情第１号については、採択とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（桜井和子君） ありがとうございます。 

 それでは、陳情第１号につきましては採択とすることといたします。 

 次に、意見書の案文につきましてご審議いただきたいと思いますが、請願者が作成して

きた原文を尊重し、提出してまいりたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（桜井和子君） それでは、請願者が作成してきた原文を、一部修正をして原文

を提出したいと思います。 

○主任書記（藤田真紀君） すみません、意見書のほうを表示させたいと思うんですが、

意見書案のほうをタブレットのほうに。よろしいでしょうか。 

○委員長（桜井和子君） それでお願いいたします。 

○主任書記（藤田真紀君） こちらでございます。表示されましたでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（桜井和子君） それでは、本日決定した事項につきましては、定例会の最終日

に報告したいと思います。よろしくお願いいたします。 

 次に、（２）の視察研修についてですが、委員の皆様から何かございませんか。視察し

たいところ、また時期。 

○委員（小圷 孝君） 総務委員会ではどういう案が出た。総務委員会の研修。 

○委員長（桜井和子君） 局長。 

○議会事務局長（興野友宣君） 総務委員会の研修ですが、時期とか場所とか、そういう

のは特になくて、正副委員長さん、それから事務局一任ということで決まりました。 

○委員（小圷 孝君） うちのほうもそういう形で話し合ってもらって。それでいいよね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（桜井和子君） それでは、異議なしの声がありましたので、正副委員長と、ま

た事務局と検討してまいります。 

 次に、（３）その他についてですが、委員の皆様から何かございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（桜井和子君） それでは、最後に、教育産業常任委員会の閉会中の所掌事務調

査についてですが、最終日の日程に入れたいと思いますが、よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

─────────────────────────────── 

閉  会 

○委員長（桜井和子君） 以上をもちまして、当委員会に付議されました案件について協
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議が終了いたしました。 

 ここで、閉会に当たり、綿引副委員長よりご挨拶をいただきます。 

○副委員長（綿引静男君） 初めての試みということで、２日間連続、長時間にわたって

委員会ということで、本当にお疲れさまでした。 

 以上をもちまして、教育産業常任委員会を終了したいと思います。 

 お疲れさまでした。 

午後 ３時４８分閉会 

 


